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第　　　十　　　回

岩手高等学凍え新四回生同期会

喜寿慶祝ま己念
（　1932年生・1933年生・1934年生　）

◇　日　時　…　平成22年6月12日（土）　／17時開合

◇　場　所　…　料　亭　『　崩　壊ご　』

◇　盛岡帝本町通1－8－4　　◇恥L（019）624－5243
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◇次　　　　号朽

1．開　会のことば

2．会　長　挨　拶

3．物故者への黙祷

4．乾　　　　　杯

5．ス　ピ　ー　チ

①足澤　至先生より

②同期生有志より

6．歓　　　　　談

7．校　歌・応援歌

8．開　会のことば

※記念写其撮影

17時～

会　長・八重樫昌宏

副会長・佐々木敬一

事務局・北田　昭三

幹　事・廣由庄一／吉川明夫／小澤武志／石動和雄

　 十
N O 蛋氏　　　 名

N O 菱氏　　　　 名 　 肩
N O 蓑氏　　　　 名

★
1 書見　　 澤　　 皇

彩 誕
1 0 蓑か　　 藤　　 患 1 9　 髪福　 田　 博　 臨

姦 豪 2 0 髪藤　 澤　 え　 男
2 髪阿　 部　 隆　 一 1 1 裏北　 田　 昭　 三

3　 蓑安　 西　 主　 税 1 2 窒熊　 谷　 敬　 三 　 芦
・ぷ2 1 髪藤　 澤　 官

4　 萎石　 川　 育　 三 1 3 蔓佐 々 木 敬 一 2 2 蔓藤　 澤　 良　 雄

　 荻
5　 裏岩　 動　 和　 雄

十 十1 4 菱高　 山　 一　 元 2 3　 藁渕　 澤　 数　 奇

鍔 彩
　 努

6　 蓑稲　 薯　 正　 雄 1 5 藁照　 井　 武　 彦 　 牽
2 4　 ′八 重 樫 島 宏

7　 妻遠 藤 彦 次 郎 1 6 蓄中　 村　 博 　 議
2 5 萱寺　 川　 明　 夫

8 宴入 梅　 義　 平　準 1 7 茅東　　　　 宏　適 2 6 箋佐　 藤　 伸　 夫

9　 震小　 澤　 武　 志　謎
　 衆
1 8 蛋鹿　 田　 庄　 －

　嘉
2 7 蛋骨　 材　 利　 雄

2 8 ‾‾宴佐
々 木 亮



◎参カロ者・不参カロ者カ、らの近況報告等

（敬称略・州黄不同）

◇参加者二十八名

※先生のぞき27名

◇足渾　至　先生／6月12EIは、桜楓小学枚同窓会に参加するよう予定しておりましたが、事情をお藷し

てお許しを符ましたので参加するようになりました。

◇阿部　隆一／7月より転属します。「住所録に明記」よろしくお願いします。楽しみにしています。

◇石川　酉三／元気です。楽しみにしています。

◇岩動　和雄／今年の冬、左足の小指を骨折し、人生初めての経験で3月回復しました。高齢者にとって健

康第一の昨今なり。アルコールはまずまずです。当日は、ゆっくり飲んだり、声を出したい人は歌うこと－。

◇稲葉　正雄／今のところ健康、ウォーク、絵、川柳、歌唱、紙芝属ボランティアしています。

◇遠藤彦次郎／入退院のくりかえしです。

◇大橋　義平／事務局ご昔労棟です。当日、皆との風合を楽しみにしてます。

◇小澤武志／オオウバユリ6年目にして一斉発芽。自然とのつきあいはこれからです。

◇加藤　意／元気でくらしております。

◇菅村利雄／正座が早くなってきましたが、元気でおります。

◇高山　一元／第62回県民体育大会第24回ゲートボール麓技が6月12　日、13日の2日間　〈8試合〉

町村の部（65歳以上クラス）参加の予定です。幸い八幡平市が会場なので遅れても参加させて頂きます。

◇照井武彦／ご昔労棟です。特別企画楽しみにして居ります。

◇藤澤　克男／今年3月でリタイアしました。これからは好きな絵を描いていく心算です。

◇藤澤　賓／3年ぶりの参加です

◇安西主税◇北田　昭三◇熊谷敬三◇佐々木敬一◇中村　博◇東　　宏◇鹿田　庄一

◇福田博臨◇藤澤　良雄◇渕渾敬吉◇八重樫昌宏◇吉川　明夫◇佐藤伸夫◇佐々木亮

▽不参加者三十四名

▽岩渕　陪一／都合に因り欠席いたします

▽小野寺哲／何かとご普労棟です。拠所ない事情により仕事で出席できず残念です。お会いしたかった。

▽小山田良雄／御案内状頂きましたが都合により欠席します。皆枚方に宜しく。

▽佐藤岩夫／腰痛で座姿勢が昔痛なので残念ですが失礼します　ご盛会を祈念いたします

▽高橋章浩／スイス人の観光客（以前ホームスティーした家の子供たち）を盛岡観光の寮内と通訳と宿泊させる。

▽滝浦　正雄／体調不良のため欠席させていただきます。

▽田鎖　清毅／親に申し訳ありませんが、都合により不参加とさせて戴きます。

∇多田　豊彦／都合により今回欠席敦します。第3の職場に勤務中です。盛会を祈念致します。

▽田中　一誠／都合により出席できません。尚、今年3月で弁護士生活40年になり表彰されました。もう

10年位、酒とゴルフを楽しみながら仕事をして行くつもりです。皆枚方にくれぐれも宜しくお伝え下さい。

∇谷藤　清／私事の都合によって欠席します。喜寿の祝い金の盛会を祈念しています。

▽本堂　親彦／帰盛するのは足婚葬祭の時ぐらいです。皆さんの顔を拝見したいのですが当日都合付かず残

念です。皆さんに宜しくお伝えて下さい。

▽峯雄四郎／マスターズ陸上の強化練習及び試合日が近ずいてますので、出席できません。皆様に宜しく。

▽吉田　清寿／御寮内いただきありがとうございます。気持ち元気で生きています。ゴルフ、ポーリング、

カラオケ等で生きています。



▽荒浜順一／ご案内有難うございました。心臓（心筋枚そく）〈平成12年〉　現在、胸部動脈りゅうのため、

体をいたわっております。私一人の休じゃないのです。合の盛会・をお祈り致します。皆棟、お元気

にお過ごし下さい。

∇伊藤　寛康／入院中の為

∇植木俊男／体調不良につき欠席します。

▽金子甲太郎／体調不良に付き欠席と致します。皆々棟に宜敷く。

▽亀山　公賢／休調すぐれず欠席いたします。

▽清見全弘／高血圧通院中で調子が悪い状態です。皆様方にお伝い下さい。

▽国安　博／幹線の健康と盛会を祈念しております。御寮内、有りがとうございました。心温まるお励

げ王しのご配慮に感謝です。本人もとても喜んでおります。ま己憶もしっかり特って、北田棟、吉川棟

八重樫棟の名を指差し懐かしそうにしておりました。3年前の肺兇以来立つことができずベッドと車

いすです。（ショート・ディサービス・訪問リハビリ・医師の往診）がプログラムです。（奥棟より返信）

▽佐々木　像／体調不良のため参加しません。

▽佐藤　剛／2005年に脳夜．塞を患い週3回ディサービスでリハビリをしております。参加して皆様

にお巨＝二かかりたいのですが残念です。皆様によろしくお伝い下さい。

▽菅谷　弘之／年令相応の体調不良のため欠席します。盛会を祈ります。

▽鈴木藤吉／5年前、脳枚墓をやり、左足・左手が不自由で、よたつさながら歩いています。それでも

なんとか、絵が描けよすので、もっぱら屋外スケッチを楽しんでいます。

▽高橋　久男／毎度御寮内頂き有難うございます。今回も欠席させて頂きます。毎日朝夕2回の皮下注射

（インスリン）をして元気にしておりますが、近年酒席には出ないようにしておりますので悪しからず。

▽中村　進／最近腰部脊柱狭窄症の為歩けなくなり、不自由して屠ります。石川会長にも相談しました

が老化現象と言うことであきらめて居ります。

▽福田　昇／年令相応の生き方をしています。体力的に外出が億劫になってきました。

∇藤原英治／ご盛会を祈念いたします。事務局の皆棟ご昔労棟です。

▽本吉　正夫／（合終了後．に届いたと20日北田より連絡あり）内容は、今年でリタイアする旨。．

∇立花茂理栄／今回は他の予定と重なっているので参加できません。残念です。

▽上田　勝彦▽加藤茂夫▽藤澤　勝弥▽村田長三郎

□返信がなかった者十名

□井上　正美□大野　道夫口大矢　哲夫口笠原　春一口金田一　陰口葛　忠一

口後藤光司□佐藤　剛口千葉雅史□花坂　宗三

○物故者（平成二十二年）三名

○今野　文雄　氏（平成22年1月25日逝去）

○柴田　貞三　氏（平成22年3月18日逝去）

○工藤　大　氏（平成22年4月29日逝去）



◇同期会開催記録　岩手高等学校新四回生

（敬称略）

回 年　　　 月　　　　 日 開　　　 催　　　 場　　　 所 参 加 数 恩　　　　　　　　　　　　 師 備　　　　　 考

1 昭 和 5 4 年 2 月 1 1 日 駒　　　　 龍 （ 盛　 岡 ） 5 4 名 遠 藤 ・戸 嶋 ・ 日野 岳 ・足 澤 新 校 舎 見 学

2 昭 和 5 7 年 2 月　 2 0 日 駒　　　　 龍 （ 盛　 岡 ） 4 8 名 遠 藤 ・足 澤 ・井 藤 卒 業 3 0 年 記 念

3 昭 和 6 1 年 2 月 2 2 日 清　 温　 荘 （ 繋 温 泉 ） 3 5 名 遠藤 ・日野 岳 ・足澤 ・細野 ・高橋

4 平 成 元 年 6 月　 2 4　 日 ゲ ン デ ル ラ ン ド （西 根 温 泉 ） 3 0 名 日 野 岳 ・足 澤

5 平 成 4 年 8 月　 2 2　日 パ ー ク ホ テ ル　 （浄 土 ヶ 浜 ） 2 3 名 日 野 岳 ご 夫 妻

6 平 成 7 年 8 月　 2 6 日 ホ テ ル ロ イ ヤ ル （盛　　 岡 ） 4 1 名 足 澤

7 平 成 9 年 9 月 1 3　日 ゲ ン デ ル ラ ン ド （西 根 温 泉 ） 3 3 名． 足 澤 ご 夫 妻 卒 業 4 5 年 記 念

8 平 成 1 1 年 9 月 2 5 日 ゲ ン デ ル ラ ン ド （西 根 温 泉 ） 2 6 名 足 澤

9 平 成 1 4 年 9 月 1 1 日 愛　 真　 館 （ 繋　 温　 泉 ） 3 1 名 足 澤 ・吉 田 卒 業 5 0 年 記 念

1 0 平 成 2 2 年 6 月 1 2 日 駒　　　　 龍 （ 盛　 岡 ） 2 8 名 足 澤 喜　 寿　 の　 祝

◇新年会等開催言己録　　　岩手高等学校新四回生

※昭和52年前と53・56／H2年の記綾と空自欄の参加数が不明

年　 月　 日 名　　　　　　 称 開　　 催　 場　 所 参 加 数 年　 月　 日 名　　　　　　 称 開　 催　 場　 所 参加 数

S 5 2 ．0 1．0 3 新　　 年　　 会 日　　 野　　 岳　　 宅 H O 9 ．0 1．1 1 新　　　 年　　　 会 さ　の　 え ね え 店 2 4　名

S 5 4 ．0 1．0 3 新　　 年　　 会・ 日　　 野　　 鼻　　 毛 1 6　名 H lO ．0 1，17 新　　　 年　　　 会 「白 鳥 」 骨 切 2 1 名

S 5 5 ．0 1．03 新　　 年　　 会 日　　 野　　 岳　　 宅 1 8　名 H l l．0 1 ．0 8 ． 新　　　 年　　　 会 さ　の　 え ね え 店 2 6　名

S 57 ．0 1．0 3 新　　 年　　 会 8　　 野　　 鼻　　 毛 H 1 2 ．0 1．14 新　　　 年　　　 会 さ　の　 え ね え 店 2 2　名

S 5 8．0 1．0 3 新　　 年　　 会・ き　 の　 え　 ね　 本　 店 2 1 名 H 1 3 ．0 1．12 新　　　 年　　　 会 さ　の　 え ね え 店 2 2　名

S 59 ．0 1．0 3 新　　 年　　 会 タ ー　 ミ　ナ ル ホ テ ル 1 4　名 H 1 4 ．0 1．1 1 新　　　 年　　　 会・ き　の　 え ね え 店 2 5　名

S 60 ，0 1．0 3 新　　 年　　 会 き　 の　 え　 ね　 本　 店 H 1 5 ．0 1．17 新　　　 年　　　 会 さ の　 え ね え 店 2 3　名

S 6 1．0 1．0 3 新　　 年　　 会 京　　　　　　　　　 榛 H 1 6 ．0 1．0 9 新　　　 年　　　 会 き　の　 え ね え 店 1 8　名

S 62 ．0 1．0 3 新　　 年　　 会 さ　 の　 え　 ね　 え　 店 H 1 6 ．1 1．0 7 第 1 回 同 期 の 錬 久　 慈　 周　 辺 1 2　 名

S 6 3 ．0 1．0 3 新　　 年　　 会 さ　 の　 え　 ね　 え　 店 H 1 7 ．0 5 ．1 1 観　　　 桜　　　 会 さ　の　 え ね え 店 2 0　 名

H O l ．0 1．0 3 新　　 年　　 会 さ　 の　 え　 ね　 え　 店 H 1 7 ．0 8 ．2 1 第 2 回 同 期 の 殊 北　 上　 周　 辺 1 6　 名

H O 3 ．0 1．0 3 新　　 年　　 会 き　 の　 え　 ね　 え　 店 H 1 8 ，0 9 ．2 2 懇　　　 親　　　 会 さ　の　 え ね 支 店 1 7　 名

H O4 ．0 1．1 0 新　　 年　　 会 さ　 の　 え　 ね　 え　 店 H l．9，0 6．15 第 1 回長盛同期会・ き　の　 え ね え 店 2 5　 名

H O 5 ．0 1，0 8 新　　 年　　 会 さ　 の　 え　 ね　 え　 店 1 8　名 H 19 ．1 1 ．0 1 第 3 回 同 期 の 殊 盛 岡 轟 南 地 区 1 1 名

H O 6 ．0 1 ．0 8 新　　 年　　 会・ さ　 の　 え　 ね　 支　 店 2 3　名 H 2 0 ．0 6 ．14 第 2 回在盛同期 会 さ　の　 え ね え 店 1 9　 名

H O 7 ．0 1 ．14 新　　 年　　 合 き　 の　 え　 ね　 支　 店 2 5　名 H 2 0 ．10 ．3 0 第　 4　回 同 期 の殊 十 和 田 小 坂 町 等 1 1 名

H O 8 ．0 1 ．1 3 新　　 年　　 会 さ　 の　 え　 ね　 え　 店 2 3　名 H 2 1 ．0 6 ．2 0 第 3 回在盛同期会 さ　の　 え ね え 店 2 2　 名
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北
上
川
の
八
十
里
」
　
で
あ
っ
た
。
鈴
木
校
長
は

こ
れ
を
　
「
無
言
の
さ
と
し
朝
夕
に
、
七
千
尺
の
岩
手
山
、

北
上
川
の
八
十
里
」
　
と
し
た
の
で
あ
る
。

☆
鈴
木
校
長
は
歌
を
作
成
す
る
時
に
、
土
井
先
生
に
「
校

風
の
三
大
綱
た
る
嘲
劇
・
東
嘲
・
萄
田
の
三
つ
を
そ
の
中

に
読
み
込
む
よ
う
に
申
し
入
れ
た
ら
、
先
生
は
詩
人
で
あ

る
か
ら
、
之
を
取
り
直
し
て
神
と
祖
国
と
人
道
の
三
つ
に

言
い
替
え
ら
れ
た
次
第
で
あ
る
。
」
と
述
べ
、
園
は
神
の

威
徳
の
表
徴
で
あ
り
、
厘
は
祖
国
の
余
沢
、
国
は
正
義
で

人
道
の
根
幹
で
あ
る
こ
と
か
ら
神
と
祖
国
と
人
道
の
三

つ
に
つ
か
え
て
…
…
と
な
っ
た
と
説
き
、
諸
子
は
こ
の
三

つ
の
語
は
本
校
々
風
の
三
大
綱
領
を
寓
す
る
も
の
な
る

こ
と
を
省
察
し
、
大
い
に
こ
の
精
神
を
発
揚
さ
れ
た
い
も

○
応
援
歌
制
定
さ
れ
る

☆
第
一
応
援
歌
制
定
（
昭
和
六
年
）

白
井
文
光
教
諭
作
詞
・
作
曲
者
不
明

☆
第
二
応
援
歌
制
定
（
昭
和
十
二
年
）

作
詞
者
不
明
二
向
橋
清
右
工
門
教
諭
作
曲

☆
第
3
応
援
歌
制
定
（
昭
和
十
三
年
）

北
住
敏
夫
教
諭
作
詞
・
高
橋
清
右
工
門
教
諭
作
曲

の
で
あ
る
。
と
結
ん
で
い
る
。

◇
校
章
（
帽
章
・
ボ
タ
ン
・
バ
ッ
チ
）
決
ま
る

☆
校
章
（
徽
章
）
を
手
に
し
て

一
回
生
が
入
学
後
大
沢
川
原
校
舎
に
移
っ
て
間
も
な
く
、

帽
章
（
徽
章
）
が
渡
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
桜
の
花
弁
の
中

央
に
、
畠
（
巌
の
古
語
）
が
金
色
に
中
が
銀
色
に
浮
か
ん

で
い
た
。
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
皆
声
も
な
く

見
入
っ
て
い
た
）
。
（
松
見
得
明
寄
稿
）

☆
岩
手
高
校
の
徽
章
決
ま
る

新
制
岩
手
高
校
が
誕
生
し
た
昭
和
二
十
三

☆
ラ
グ
ビ
ー
部
部
歌
制
定
（
昭
和
十
六
年
）

盛
中
に
大
勝
し
て
帰
校
す
る
途
中
、
山
中
順
三
部
長
が
作
詩
、

曲
は
、
慶
応
ラ
グ
ビ
ー
部
部
歌
か
ら
借
用
し
た
も
の
で
あ
る
。

ラ
グ
ビ
ー
部
部
歌

日
々
三
綱
を
銀
記
し
て
　
鍛
え
た
り
蒋
神
と
披
能

石
桜
ノ
強
さ
ラ
ガ
ー
に
は
　
必
勝
の
尊
い
堅
し

い
ざ
征
け
い
ざ
征
け
よ
　
堂
々
の
枚
能
を
示
し

猛
き
希
神
一
に
し
て
　
ツ
ラ
ラ
ブ
ラ
ッ
ク
イ
エ
ロ
ー

ツ

ラ

ラ

ツ

ラ

ラ

　

ツ

ラ

ラ

岩

中

岩

ヤ

ツ

ラ

ラ

ラ

闇
校
規
三
大
綱
領

年
の
秋
「
岩
」
　
の
古
宇
「
畠
」
　
の
上
に
桜
花
を
配
し
て
石

割
桜
を
表
し
た
図
案
は
、
小
笠
原
哲
治
教
諭
の
デ
ザ
イ
ン

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
旧
制
高
校
式
の
模
倣
に
陥
る
こ
と

な
く
、
お
ざ
な
り
を
排
し
独
特
な
味
を
出
そ
う
と
半
年
を

費
や
し
構
想
を
練
っ
た
苦
作
で
あ
る
。

碩
度

蜃
呼
・

拳
長

島
イ
溺
す
げ

せ
き
け
い

ち
ょ
う
き

よ
う
せ
い

石
割
桜
伊



明日を考える時、今一各は「恵まれた、安定した生活がしたい／」となれば『島』ですね／

裏（フクロウ）は，苦から幸福

とか不苦労などとも書かれ縁起

ております。毎朝北上川の河原で拾ったものをこのように加工してみました。

皆様の更なるご多幸をお祈りいたします。 足　ブ草　　　真　作

◇第四回生（昭和27年季）　○卒常時の担任

・A級／足澤呈先生・B組／柴内輿宗免生・C組／日野岳浩先生

◇第1回同期会開催から、早や32年

昭和50年前から四回生の

を実施していたが、昭和52年、

は，A組の伊

藤患、佐々木

一、北田昭三、

村上晴男、上　完了三

博、吉田公埠、

照井武彦、松

風の便りで

た者たらで

た。年を経る

B・C」合伺

やるべ！」との

手分けを　し

から活動し，

苦労を重ね

和54年2月

1ヽ

「四」にこじつけ，一部の者達で1月4日に新年会

日野風見生宅での新年会席上で同期会の藷が出る。当時

藤寛康、岩渕一義、河村修、泉宏、高格草浩。B組のか

敬一、青田好。C組は、八重樫晶宏、藤沢良雄、鹿田庄

1号高‘‾㌧量刑l・岬　箭　▲l刷周期李．‡．竹　　的　　日　払唖浄

荒浜順一，

川晋、国賓

古川明夫、

野武雄等、

象まり始め

の合であっ

ぴに「A・

の同期会を

声が広まり、

て名簿作り

ちょっぴり

た上で、昭

11日に、駒嵐で『第1回同期会』を実施することができたのです。それか

ら早や32年、今は、何よりも会うことの楽しみではあるが、今後も健康に留意してこの四

回生同期会を継続したいものです。




